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算数科学習指導案５年

Ⅰ 小単元 小数のかけ算とわり算を考えよう

Ⅱ 目 標 小数に整数をかけたりわったりする乗法・除法の意味と、その計算の意味

や方法ついて理解し、それを用いる能力を高める

＜関・意・態＞ ・小数×整数、小数÷整数の式や計算の方法を、既習の整

数の乗法、除法の立式や計算と関連づけて考えようとする

＜数学的な ・既習の整数の乗法、除法をもとにして、小数×整数

考え方＞ 小数÷整数の式の意味と計算の方法を考える

＜表現・処理＞ ・小数×整数、小数÷整数の計算をすることができる

＜知識・理解＞ ・小数×整数、小数÷整数の式や計算の意味・計算のしか

たを理解する

Ⅲ 指導にあたって

(１)教材について

小数については、第４学年で 1/10の位の範囲で、しくみや加減計算について学習し

ている。そして、第５学年の前単元で、小数の意味を1/1000の位まで拡張し、小数が

整数と同じ十進法であることを扱っている。

本単元では、小数のしくみなどの理解の上に、小数×整数、小数÷整数の乗法計算

と整数÷整数(商が小数 )の場合を扱い、式の意味と小数についての理解を一層深める

ことをねらいとする。

小数×整数、小数÷整数の計算指導では、被乗数、被除数の1/10の位を単位として

考えることによって、小数を整数化してとらえる。その結果を元の１を単位とした見

方で見直すようにする。この考え方をもとにして、小数×整数、小数÷整数の筆算形

式を理解させる。

また、小数÷整数（商が小数）に関連して、小数倍の概念を培う。整数倍のときに

「同数累加」でみてきた倍の概念を、(純)小数倍に広げる際に、「元を１と見たとき

に比べるものがいくつと見られるか」に高めていく。

(２)児童の実態

①教材に対して

ﾚﾃﾞｨﾈｽﾃｽﾄの結果、文章題の演算決定は、文意からなんとなく判断できる。しかし、

文章の中にでてきた数を関係づけて立式している児童は少ない。問題に出てきた単位

の順番通りに立式して｢被乗数｣と｢乗数 ｣を反対にしていたり、○円 × □ｍというよ

うに何倍を表す部分にも単位をつけてしまう児童がほとんどである。数の関係づけが

苦手なため、わり算の中でも｢小さい数 ｣÷｢大きい数｣になる問題では、これまでの経

験にないため、とまどう児童が多くなると思われる。

また計算方法では、かけ算の筆算で位をそろえる必要があるか？・整数でわりきれ

ない場合はどうするか？が、児童のつまづく所だと思われる。

②考える意欲・考える力

チャレンジコースは、『？』 (なんで？どうして？)を、考えたり聴き合ったりして、

『！』(わかった！できた！)にすることにチャレンジするコース ・ しっかりコー

スは、自分の学んだことをしっかり身につけていなければ『？』を考えることは困難

だから、まず自分の学んだことをしっかり身につけるコース という設定でスタート

した。

どちらのコースにするかは、教師のアドバイスも含め最終的には自分で決めている。
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チャレンジコースに来ている児童は、考えることにチャレンジするつもりではある

ものの、考えることは難しいこと・考えてもわからない・考えるとは正しい答を言う

こと と感じている児童が多いように思われる。

従って、自分の考えを言えるのは、とても自信のある児童・元々発言意欲のある児

童になってしまいがちである。

また、考えようとは思っているし、考えようとしているが、考えるとはどうするこ

とかがわからない児童も多い。考えが持てたとしても、それを伝えるとなると、うま

く表現できない児童も多い。

（３）論理的思考を大切にした授業づくりのための手だて

①教材について

立式できないということは、文章の中の数と数の関係把握が弱いためである。

児童に数と数の関係を把握するには、数と数の関係を簡潔に表した数直線が有効で

ある。本単元では、数直線を書くと数と数の関係がよくわかり、立式が簡単にできる

ということを児童に実感させたい。文章の中から必要な要素だけを取り出し、数直線

で数の関係把握を簡潔に読み取ることができるようになれば、第７・８単元の小数の

かけ算・わり算、割合、第６学年の分数のかけ算・わり算、比例 の学習で考える道

具になる。

数直線に移行しやすいように、かけ算もわり算も素材は長さと重さの関係把握にす

る。長さと重さは連続量であり、長さは図に書いたときに数直線に移行しやすい。ま

た、(2.3)kgは gに換算すると小数(2.3kg)を整数化(2300g)でき、それが筆算で単位を

小さくして整数化する筆算方法につながりやすい。前単元で、小数の大小を比較する

には、「小数を 0.001がいくつとみると整数化でき、比較できる」ことをつかんでいる

が、その既習を使ってこなければ想起させる。

また、倍関係を求めるときにもわり算を使うが、倍には小数倍・純小数倍もあるこ

とをこの単元で扱い、「倍＝同数累加」から「元を１と見たときに比べる量がいくつ

と見られるか」へ高めておく。

本時は、小数÷整数の立式を考える場である。図や数直線を使うと、すっきりとわ

かり立式できることを再認識させたいため、わざと混乱するような「7.2kg÷ 9」とな

る素材を設定した。これまでの学習では、わられる数はいつもわる数よりも大きかっ

たので、「小÷大」のような式がありえるのか迷う児童がいると考えられる。また、

前時までがかけ算の学習であったため、深く考えずにかけ算の式を考えてしまう児童

もいるのではないかと考えられる。それらの児童が、まず 1m・ 9m・ 7.2kg・ ?kg の

４量を取り出し、図や数直線で４量の関係を把握し、倍関係でみることによって、立

式できるように、児童の考えをつなげていきたい。そして、本時の終わりには、「図

や数直線を書くと、わり算もどんな式になるかよくわかる」ことに高めたい。

②考える意欲・考える力

４月から

①間違った・足りなかった考えのおかげで「なるほど！」につながる

②「なんで？どうして？」のおかげで「なるほど！」につながる

③前の学習を使うと「なるほど！」につながる

④ノートに大切なことを残しておくと「なるほど！」につながる

⑤友達を大切にすると「なるほど！」につながる

を意識させてきた。

少しずつ、前の学習を使うことの大切さ・すばらしさや、結果として間違っている

考えも学習の中で「納得」するには大切な考えだということは広がってきてはいるが、

まだまだ自分の考えがもてない・自信がない・みんなに聴いてもらえない というの

が現状である。

本単元でも①から⑤について児童に意識させていきたい。

特に本時では、各自に自分の考え・立場をはっきりさせることと、他の考えとの相

違点を意識してもらうため、一人一人が自分の考えを書いた紙を黒板にはり、どの考

えに自分が位置するのか立場をはっきりさせたい。
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Ⅳ 指導計画
次 時 ね ら い 学 習 活 動 評価の観点と方法

１ かけ算の式の意味を理解す
・ る １ｍ2.3kgのパイプを200円で売っています。６mでは何kgになるかな？ 【理】演算決定・立式には、図

や数直線が有効であること
（ ）２ ①2.3kg×６ｍ ②2.3kg×６ に気付く 発言・ノート

時 ③2.3kg＋2.3kg＋2.3kg＋2.3kg＋2.3kg＋2.3kg
④200×2.3kg×６m
・６ｍの重さを求めるんだから 円は関係ないよ200
・③はＯＫ
＜①と②はどちらの式がＯＫかな？＞

第 ×６
０ １ｍ ６ｍ

０ 2.3kg ？kg
×６ 【理】かけ算のかける数は、基

・数直線で考えるとわかりやすい 準量の何倍をあらわす数だ
・長さが×６ だから 重さも×６になる から、単位はつけてはいけ

（ ）・○×□の□は、 ないことがわかる ノート
○の何倍(○を１とみたら□はいくつ)という意味 だから

、 。2.3kgを６回たすという意味だから 単位(ｍ)は入れてはいけない
一

・2.3kg×６とわかったよ。何ｍ買えばいいかな？

小数に整数をかける計算の
３ 筆算の表記方法を考える ・2.3kg×６＝？ 【思】かけ算の筆算の表記方法

について自分の考えを持つ
時 ①2.3＋2.3＋2.3＋2.3＋2.3＋2.3=13.8 （発言・ノート）

② 2×6＝12 ③2.3 ④ 2.3
次 0.3×6＝ 1.8 × 6 ×6

12＋1.8＝13.8 13.8 13.8
↘ ↘

＜６を書く場所は位をそろえなくていいの？＞
・＋算は位をそろえた→単位が同じものを
たしやすいから

・×６の６は６倍の６だから単位違う
６つ分だからそろえる必要がない

・+算は位をそろえた方が計算しやすかったが
×算は倍の意味だからそろえる必要がない

・③も④も考え方は同じ
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４ 小数に整数をかける計算方 【理】小数のかけ算は、0.1が
時 法を理解し、その計算がで ②0.3を3にして3×6＝18 ③④2.3を23と考えて23×6をして 何個と考えれば、整数のか

きる にして、後から小数点をつける 後から小数点をつける け算と同じように計算でき
↓ ↓ ることがわかる（ノート）

第 ＜勝手に小数点をなくしたりつけたりしてよいのかな？＞ 【表】小数に整数をかける計算
・0.3は0.1が３こ 2.3は0.1が23個 ができる

0.1が３個×６＝１８個 0.1が23個×6＝138個 （ドリル・プリント）
0.1が18個だから1.8になる 0.1が138個だから13.8

一 ・0.1が何個と考えれば、整数のかけ算になおして計算できる
・小数のかけ算は、0.1が何個と考えれば、整数のかけ算と同じように計
算することができる
・速く正確に計算できるようになりたいな

５ 小数に整数をかける計算を ＜小数のかけ算が、速く正確にできるようにしよう＞ 【表】より速く・正確に計算で
次 時 速く正確にできるようにす きる

る （ドリル・プリント）
・ドリルに書いてある標準タイムより速くできたよ
・８０点以上とれたよ

・もっと速く正確にできるように家でも練習しよう

・明日の朝自習はタイムと正確さの２回目にチャレンジだ！！

６
時

本 時

７ 小数を整数でわる計算方法 ・7.2kg÷9の商はどうやって求めたらいいかな？ 【態】小数のかけ算で、小数を
時 を考える ・かけ算の時は0.1がいくつと考えて計算したよ。 整数化した考えを使って、

わり算の筆算方法を考えよ
＜わり算も0.1がいくつと考えたら、整数と同じように計算できるかな？＞ うとする(発言・ノート)
①7.2＝７＋0.2(0.1が２個)

二 ７÷9＝0･･･7 ③ 0.8 【思】わり算も小数と同じよう
１＝0.1が10個 70＋２＝72 9 ）7.2 に、小数を整数化して計算
72÷9＝2 → 0.1が８個 → 0.8 0 できないか考える

7 2 （ノート）
7 2

次 ②7.2は0.1が72個 0
72÷9＝8 → 0.1が8個だから 0.8

わり算も0.1が何個と考えたら整数のようにわり算できる
・他の問題で自信をつけよう
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８ 小数を整数でわる計算を速 ＜小数÷整数の計算を速く正確にできるようにしよう＞ 【表】速く正確に計算できる
時 く正確にできるようにする （ドリル・プリント）

・ドリルに書いてある標準タイムより速くできたよ
・８０点以上とれたよ

・もっと速く正確にできるように家でも練習しよう

９ 整数や小数を整数でわっ
時 て、わり進みをするときの ＜①6.3÷７ ②６÷４ ③46.7÷３ も 【表】整数や小数を整数でわっ

筆算の仕方を理解し、その 0.1が何個と考えたら計算できるかな？＞ て、わり進みをするけいさんが
第 計算ができる ・割る数が２けただけどできそうだよ できる（ドリル・プリント）

①は0. を付け忘れないようにしなくてはいけない
②は1/10の位は０と考えて(0.1が何個か)と考えれば同じようにわり算で

きる
③は商を書く位置に気をつけなければならない

二 ・③困ったよ････いつまでたってもわりきれない → あまりをだそう
小数第一位までであまりを求める

＜あまりは２かな？０．２かな？＞

あまりがある場合の、あま 【理】あまりがある場合の、あ10
時 りの小数点の位置を理解す ＜あまりは２かな？０．２かな？＞ まりの小数点の位置がわか

次 る る（発言・ノート）
・ 15.5

3)46.7
3
16
15
17
15
2 → 0.1が２個という意味だから0.2

あまりのある時は、何が何個かを考えてあまりを求める

・あまりのあるわり算やももう少し速く正確にできるようにしよう
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あまりのあるわり算を、速 【表】わり進むわり算や、あま11
時 く正確にできるようにする ＜あまりのあるわり算も、もう少し速く正確にできるようにしよう＞ りのあるわり算も速く正確

にできる
（ドリル・プリント）

・ドリルに書いてある標準タイムより速くできたよ
・８０点以上とれたよ

・もっと速く正確にできるように家でも練習しよう

・わり算の文章問題にも挑戦しよう

小数倍の意味を理解する 【理】倍には、小数倍もあるこ12
時 学校 ８ｍ ①デパートは学校の何倍？ とを理解する（ノート）

市役所 １６ｍ ②図書館は学校の何倍？
デパート ２４ｍ ③学校は市役所の何倍？ 【表】小数倍を求めることがで
図書館 １２ｍ きる（ドリル・プリント）

第 ・数直線で書くと、？がいっぱい出てくる
・元をみつけて｢ ｣とみる1

×？
０ ８ｍ ２４ｍ

三
０ １ ？

×？
①は８×？＝２４ ？＝２４÷８＝３ ３倍

次 ②は８×？＝１２ ？＝１２÷８＝１ ５ １｡５倍.
③は？わからない？ 元「１」より小さいのに倍？
・倍を求める時も数直線を書くと、わり算で求めることがわかる

金
沢 ＜１より小さい倍はあるのかな？＞
ス 純小数倍の意味を理解する ＜元より小さい倍はあるのかな？＞ 【理】倍には、純小数倍もある13
タ 時 ・倍とは、元を｢ ｣と見た時に比べるものがいくつと見れるかを、数で表し ことを理解する（ノート）1
ン たもの
ダ ・先生と峪君 峪君を｢ ｣と見ると先生は｢ ｣⇒先生は峪君の 倍 【表】純小数倍を求めることが1 1.2 1.2

（ ）ー 先生を｢ ｣と見ると谷君は｢ ｣⇒峪君は先生の 倍 できる ドリル・プリント1 0.8 0.8
ド ・元より小さい倍もあるんだ

×？
０ ８ｍ １２ｍ

０ ？ １
×？

１２×？＝８ ？＝８÷１２＝１ ５.
・１より小さい倍もある
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単元をふりかえって、まと ＜ふりかえりをしよう＞ 【理】大切なポイントを落とさ14
時 めることができる ないように、ふりかえりを

・大切なこと・残しておきたいことを まとめることができたよ する(ノート)

第

四

自分の学習の到達度を自覚 テスト15
時 する

次
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Ⅴ 本時の学習 （第二次中１時）
１ 題 目 小数を整数でわる式の意味

数直線は数と数の関係がわかりやすく、演算決定やわり算の立式に使うと有効であること２ ねらい
を理解する

３ 学習過程

☆論理的思考を大切にした授業づくりのための手だて時 学 習 活 動 と 思 考 の 流 れ
□評価規準

５ ・朝自習では昨日より速く正確にかけ算ができるようになったよ
・文章の問題にもチャレンジしよう

９mで7.2kgのパイプを1200円で売っています。1mの重さはどれだけかな？

７ ・今度はひっかからないよ。重さを求めるから値段は関係ないよ ・自分の考えはどれかをは
①7.2kg×９ ②9m÷7.2kg ③7.2kg÷9m ④7.2kg÷9 ⑤？ っきりさせるために、各自

の考えた式を黒板に分類し
＜ 正しい式はどれかな？ ＞ てはる28

・①は９ｍで なのに、×算したら、増えてしまう7.2kg
→ ×９＝ １ｍが９ｍより重いのはおかしい → 納得7.2 64.8

・②は答えが重さ になってしまうのでは？kg
→でも③も④もわられる数がわる数より小さいからわれない・できない
→数直線をかいてみたらわかる

・数直線を書こうと思ったけど、わからなくなった。 ・児童から数直線を書くと
・ ・ ・？ は書けたけど、矢印はどこから出すの？ いう考えが出てこない場合1m 9m 7.2kg kg

どっち向き？ は 「かけ算の時式がはっき、
」←？ りしたのはなぜだったか？

１ｍ →？ ９ｍ と問い、数直線を想起させ0
る

0 kg 7.2kg□ →？
←？

× ９ｍ9
9１ｍ ÷

kg 9？ ÷
9 7.2kg×

ﾊﾞ ☆かけ算の時に使った図や
ｰ 長さが×９ → 重さも×９ 数直線と 何が何の何倍 何、 （
ｼﾞ ９ｍは１ｍの×９ → は□ の×９ ⇒ □ ×９＝７ ÷何が何）という言葉をつ7.2kg kg kg .2kg
ｮ ⇒ □ ＝ ÷９ なげながら、矢印 → は、kg 7.2kg ( )
ﾝ ２量の関係 ○×□＝△・○(
ｱ 長さが÷９ → 重さも÷９ ÷□＝△ を表していること)
ｯ １ｍは９ｍの÷９ → □ は の÷９ ⇒ □ ＝ ÷９ をはっきりさせていくkg 7.2kg kg 7.2kg
ﾌﾟ

← ÷９ ←
１ｍ → ×９ → ９ｍ0

0 kg 7.2kg□ → ×９ →
← ÷９ ←

・この問題は÷算だ！数直線に矢印をつけたらはっきりした
理数直線は数と数の関係が

５ ・式は 7.2kg÷９ だった わかり、演算決定やわり算
・図や数直線に矢印(→)を書くと ○と□の関係 ○×□＝△・○÷□＝△ の立式に使うと有効である、 （ ）
がわかり 「何算か」や「式」がわかりやすい ことがわかる、

（発言・ノート）
・明日は ÷ の計算方法を考えよう7.2 9




